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　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等

情報
共有

災害への備えや防犯活動については、一人一人の人の意識の高揚を図るとともに、地
域コミュニティを母体として備え活動を促進する。
地域の安全青パトロールへ積極的に参加し、防犯活動を実践している。

人と人が自由につながる地域コミュニティの再構築を図る為。
成果としては、地域（酒屋地区）コミュニティセンター・自治会の行事に積極的に参加し、
市政の問題点を聞き取りを行った。

検
証

高齢者に対する虐待の防止など、人間の尊厳を尊重した医療・福祉を推進する。
成果として、各地区の元気サロンを訪問し地域の皆さんと介護予防・認知症予防・元気
体操を一緒にする中で、意見交換を行えた。
有機農業のなど、食の安全・安心に質する取り組みを推進する。
今、地域住民とその内容について検討を重ねている。

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加 Ａ

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信 Ｂ

一般質問等による政策や事業改善の提案 Ｂ

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加 Ａ

値合計

9.5

値合計

7.5

無断複製・転用はご遠慮ください。 三次市議会　議会運営委員会

議員活動自己検証シート（公約の取組）　　　令和７年度

國
重
清
隆

住民
参画
３point

情報
共有
３point

機能
強化
４point

所属委員会　等

まちづくりの主役は住民であり地域コミュニティを母体とした市民、地域、行政が連携し
たみんなで創るまちづくりを推進する。
一般質問の内容の向上を目的に、少しずつではあるが、研修会、勉強会に参加してき
た。

自然教育を推進するとともに里地里山の再生を図るなど、自然と共に生きる社会の実
現を目指す為。
成果は現れておらず、さらに努力する余地がある。

農業の大規模生産化を促進するとともに、もっとも多い兼業農家の日本の農業におけ
る役割を明確化し、必要な支援を行う。
取り組めなかった要因とすれば、自己のスキルアップのための研修会・勉強会等の参加
が不足していることに起因していると考えている。一般質問での提案もできなかった。

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等

住民
参画

検
証

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等
　　　注）検証に繋がる活動等，成果等（事業の見直し等）を記入すること。

機能
強化

核家族化に対応して、子育てにおける高齢者の智恵と経験を生かした相談体制を整備
するなど、子どもを安心して産み育てられる環境の整備が必要であると考えているが、
調査研究不足で一般質問に取り上げることができなかった。

検
証

住民
参画

※事務局保管のデータを添付

有害鳥獣対策についての最も有効な対策について、調査研究を行っていない、引き続
きの取り組みが必要である。
成果とすれば、仮称アグリパーク事業の広報活動は行えたものと考えている。

本市の事業者の維持存続を図るため、人手不足やエネルギー価格・物価の高騰に対応し
た最も有効な対策を国・県・商工会議所等と連携して調査研究し、実施する。
成果として、県選出の国会議員と県議との情報交換が行えたこと。
また、本市の魅力を発信する「サポーター」を広く募集することで、サポーターが有する
独自のネットワークやノウハウを通じて、市外企業へ企業版ふるさと納税の働きかけを
行い、「関係人口（つながり人口）の拡大」と地方創生の推進に取り組んだ。

情報
共有

機能
強化

値合計

8.5

　公約に係る年間の議員活動・取組状況の検証と次年度の目標設定や課題の週出 ※昨年度に課題として掲げたことに対する取組や次期の活動目標など

三次を守る、三次を創る 　活動の一コマ　鳥獣被害防止対策

自然を守る、まちを創る

〇年間を通した計画的な一般質問等による政策の検証を行う。

〇地域密着、現場主義をモットーにどんな所にもやる気を持って出かける。
※「量から質へ」と、本市の豊かさが見直される時代が来ていると考えている。
郷土が誇る美しい自然や里山の景観、産品などを生かした地産地消、さらには
都市と農村の共生・交流を推進し、オンリーワンの特色を生かした地域づくりを
めざす。

〇子どもたちの未来にツケを残さない明るい元気なまちづくり。
※暮らしの安全を守り、教育再生の観点から学力向上に全力で取り組むととも
に、地域社会や家族の絆、伝統を尊ぶ心を育む。

〇引き続き行政と地域のパイプ役として、住民に寄り添い、真摯に議員活動を
遂行する。

三次を守る、三次を創る

人を守る、人を育てる

三次を守る、三次を創る

仕事を守る、仕事を創る

3.0 2.5 議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底 Ｂ

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討 Ａ

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援 Ａ

3.0 住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践 Ａ

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動 Ａ

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動 Ａ

（公約3） 三次を守る、三次を創る

仕事を守る、仕事を創る

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） Ａ

一般質問等による政策や事業改善の提案 Ｂ

3.0 3.0 議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底 Ａ

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討 Ａ

3.5 住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践 Ａ

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動 Ａ

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動 Ａ

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信 Ａ

（公約2） 三次を守る、三次を創る

人を守る、人を育てる

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） Ａ

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援 Ａ

一般質問等による政策や事業改善の提案 Ｂ

3.0 2.0 議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底 Ｂ

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討 Ｂ

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加 Ａ

2.5 住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践 Ａ

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動 Ａ

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動 Ｂ

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信 Ｂ

検証方法 「公約」について，成果如何に捉われず，その実現に繋がる年間の議員活動・取組内容を自己検証する（本シートに記載する公約内容は自由選択：重複可）

（公約１） 三次を守る、三次を創る

自然を守る、まちを創る

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） Ａ

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援 Ａ

 議会基本条例第４条（議員活動の原則）
　❶　【情報共有】【住民参画】選挙によって選ばれた市民の代表であることを自覚し，市政の課題全般について市民の思いを的確に把握し，市民全体の福祉の向上をめざすこと。
　❷　【機能強化】議会が言論の場であること，及び合議制機関であることを認識し，議員相互間の自由な討議を重んじること。
　❸　【機能強化】日常の調査及び研修活動を通じて自らの資質の向上に努めること。
　❹　【機能強化】地方自治の本旨にのっとり，政策，条例，意見書等の議案を提出する努力をすること。
　❺　【機能強化】【情報共有】市政の課題に関する論点を市民に明らかにするため，一般質問を一問一答方式により行うこと。

➡「さらに努力する余地があると思う」=　”Ｂ”　0.5 議会活性化等検討特別委員会

➡「思ったような取組ができていない」=　”Ｃ”  0

公約を検証する背景（根拠） 議会基本条例前文「市民の代表として選ばれている議員は，市民の負託にこたえる責務を負っている」／21条「この条例の目的及び趣旨の達成状況について検証を行う」

検証の対象／分野 議会基本条例第４条　議員活動の原則／議会活動の活発化「住民参画」「情報共有」「機能強化」分野の取組について（早稲田大学マニュフェスト研究所文献引用）

【検証値の捉え方】 予算決算常任委員会

１年間の議員活動・取組内容について・・・・・ 広報広聴常任委員会

➡「ほぼ満足している」=　”Ａ”　1.0 議会運営委員会

会派名 三輝会

期数 （議員歴） １期 （ ２年）

議員名 検証項目（10項目） 教育民生常任委員会

機能強化

住民参画 情報共有

機能強化

住民参画 情報共有

機能強化

住民参画 情報共有


